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表1 foldable display諸元 

ディスプレイサイズ 8.7インチ 

解像度 1,920×1,080pix 

曲率半径 2mm 

屈曲耐性 10万回以上※ 

※曲率半径が2㎜の場合． 

©2017 NTT DOCOMO, INC. 
本誌掲載記事の無断転載を禁じます． 
 
 
 
 

＊1 UX：ある製品やサービスの利用・消費を通じて得られる体験
の総称． 

＊2 foldable displayⓇ：㈱半導体エネルギー研究所の登録商標． 
 
 
 

フレキシブルディスプレイを用いた 
未来のスマートフォンコンセプトと新たなUX 

移動機開発部 滝本
たきもと
  真 

まこと

 
近年，複数のディスプレイメーカより折り曲げる

ことのできるフレキシブルディスプレイに関する発
表が行われており［1］，製品化に向けた研究開発が
盛んになっている．現在発売されているスマート
フォンにおいても，一部の機種にてディスプレイの
端が曲がった形状のものなども登場しており［2］，
またスマートフォンへの適用を前提としたフレキシ
ブルディスプレイに関する多くの特許技術が公表さ
れている． 

このような動向を踏まえ，ドコモは今後のフレキ
シブルディスプレイの活用を見据え，ディスプレイ
の一部をロール形状に巻き取ることができるロール
型デバイスのコンセプトを考案し，ディスプレイの
サイズに合わせて，最適に表示されるUI（User In-
terface）技術を開発した． 

本稿では，ロール型端末に至った経緯と，新たな
UX（User Experience）＊1を実現するためのUI技術
について解説する． 

なお，本開発におけるフレキシブルディスプレイ

パネルについては，株式会社半導体エネルギー研究
所より提供されたfoldable displayⓇ＊2［3］を使用し
た（表1）． 
⑴開発の方針 

本開発では，見る人が未来への期待と驚きを感じ
ることのできる，新たなUXを実現することを目的
としたため，未来のスマートフォンを志向したデバ
イスコンセプト・UIの具現化に，主眼を置いて検
討を行った． 
⑵デバイス形状の検討 

フレキシブルディスプレイは単純に折り曲げるだ
けでなく，ねじる・巻くといったことが可能である．
フレキシブルディスプレイを用いた筐体の検討にお
いては，以下3点に着目して検討を行った． 

・フレキシブルである特長が活かされること 
・驚きと期待が感じられるデバイスであること 
・実用性があるもの 

ここで，フレキシブルの特長および，潜在的な
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＊3 ポテンショメータ：回転角や移動量をセンシングする素子． 
 

ユーザビリティ向上を考慮しコンセプトを検討した
ところ，有望な素案として，①三つ折り型と②ロー
ル型の2つを考案した． 

①三つ折り型は図1にあるように，ディスプレイ
を三つ折りにした状態でもディスプレイが表に
配置されることで，通常のスマートフォンのよ
うな操作を可能としつつ，広げることでタブ
レットサイズまでディスプレイが大きくなるこ
とを特長としている． 

②ロール型は図2にあるように，軸にディスプレ
イを巻き取り，それを引き伸ばすことでスマー
トフォンサイズからタブレットサイズまで，無
段階に延伸できることを特長としている． 

上記2つの形状について比較検討を行い，筐体検
討の着目点により適しているロール型を採用して開
発を進めた． 

⑶ロール型筐体に合わせたUIの開発 
前述のとおり，ロール型筐体に関してはスマート

フォンサイズ，タブレットサイズの2種類ではなく，
ユーザの好きなディスプレイサイズにできるものと
したが，未来のスマートフォンを考えるのであれば，
そこに驚きや操作における心地良さなどの要素を加
えるべきと考え，そのディスプレイサイズに応じて，
コンテンツのレイアウトや表示内容が動的に，かつ
最適に表示されるUIを考案し実現方法を検討し
た（図3）． 

・ポテンショメータ＊3の具備 
上記コンセプトの実現において，まずディス

プレイパネルを巻き取る軸に，どれだけ回転し
たかをセンシングできるポテンショメータを具
備させ，その回転量と巻取り径を測定すること

図1 三つ折り型 

図2 ロール型 
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片手で操作でき，
通常のスマートフォンと

同様の操作感で利用できる

画面サイズに応じて
動画が拡大され

大画面で再生される

さらに画面を引き伸ばすと，
関連コンテンツの一覧が表示

されるレイアウトに変更され，
充実した利用が可能となる

スマートフォンサイズで閲覧 画面サイズに応じた
コンテンツの拡縮

関連コンテンツの表示と
レイアウト変更

 
 

 
＊4 HTML5：Webページを作成するための言語の1つ． 
＊5 CSS3：Webページのスタイルを指定するための言語の1つ． 
＊6 プロトタイピング：検証・フィードバックのため，検討早期に

実働モデルを製作する手法． 

で，ディスプレイ平面部のサイズを算出可能と
した． 

・レスポンシブWebデザインの採用 
次にディスプレイに表示されるコンテンツで

あるが，既存コンテンツでも対応可能とするた
めHTML（HyperText Markup Language）5＊4

とCSS（Cascading Style Sheets）3＊5を利用し
たレスポンシブWebデザインに着目した．レ
スポンシブWebデザインとは，PCのWebブラ
ウザにおいて，ブラウザのウィンドウ幅によっ
てコンテンツの表示内容およびレイアウトが変
更されるものだが，そのウィンドウ幅を，前述
のディスプレイサイズの算出値に置き換えるこ
とに着目し，開発を実施した． 

・コンテンツ表示の流れ 
それぞれの装置の働きとディスプレイにコン

テンツが表示される流れを以下に解説する． 
⒜ディスプレイサイズの算出 

フレキシブルディスプレイ筐体のディスプ
レイパネル巻取り軸に具備したポテンショメー
タにて，ディスプレイの巻取り動作を検知．
センシングしたデータ（ポテンションメータ
値）をUIソフトウェアに通知（図4①）． 

そのデータにしきい値以上の変化があった
場合，ポテンショメータ値と巻取り径から，
ディスプレイサイズを算出（図4②）．算出さ

れたディスプレイサイズをWebブラウザの
ウィンドウ幅として，Webブラウザソフト
に通知（図4③）． 

⒝コンテンツレイアウト・表示内容変更 
Webブラウザ上で表示されるコンテンツ

は，レスポンシブ機能に対応させているため，
通知を受けるとウィンドウ幅に応じたコンテ
ンツのレイアウト・表示内容の変更を行う

（図4④）． 
⒞フレキシブルディスプレイへの表示 

上記変更を行ったWebブラウザのウィンド
ウをフルスクリーン出力し，ウィンドウ幅を
フレキシブルディスプレイの平面部のディス
プレイサイズと一致させて表示する（図4⑤）．
巻き取る，引き伸ばすごとに⒜～⒞が繰り返
され再描画が行われる． 

以上により，ディスプレイサイズに応じてコンテ
ンツが動的かつ，最適に表示されるUIが完成した

（写真1）． 

プロトタイピング＊6を通じ，フレキシブルディス

図3 ディスプレイサイズに追従し最適に表示されるUI 
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②ディスプレイサイズ算出

④コンテンツの
レイアウト・表示内容変更

内部ソフトウェア

フレキシブルディスプレイ

①ポテンショメータ値通知

③ウィンドウ幅通知

⑤映像（フルスクリーン）出力

UIソフトウェア

WEBブラウザソフト

ポテンショメータ

 
 

スマートフォンサイズで動画視聴している様子 引き伸ばされるディスプレイに応じて
追従するコンテンツ

タブレットサイズまで引き伸ばされ，
全画面での動画視聴

さらに引き延ばすことで，レイアウトが変更
左から関連コンテンツのリンクが表示

 

プレイを用いたコンセプトを手に取ることのできる
形に具現化し，またそのコンセプトデバイス上で動
く快適で新しいUIを実装することで，スマート

フォンの未来と驚きを感じることのできるUXを実
現した． 

なお，本フレキシブルディスプレイを用いたス

図4 追従するUIの仕組み 

写真1 プロトタイプ 
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マートフォンの商用化については，ユーザの取扱い
を考慮した耐久性，ディスプレイへのひっかき硬度，
落下耐性など，さらなる検討が必要となる． 

今後は上記検討とともに，ユーザに新たな驚きと
快適さを提供できるUX創出に向けて，さらなる検
討を進めていく． 
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